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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年4月30日(2015.4.30)

【公開番号】特開2013-223058(P2013-223058A)
【公開日】平成25年10月28日(2013.10.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-059
【出願番号】特願2012-92679(P2012-92679)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｖ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｘ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月17日(2015.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　図４は、プロジェクター２００の機能構成を示すブロック図である。プロジェクター２
００の制御部２１０は、受付部２１１と処理実行部２１２とに相当する機能を実現する。
受付部２１１は、ユーザーによる操作と、プロジェクター１００からの命令とを受け付け
る手段である。受付部２１１は、赤外線受信部２４０が受信した操作信号に応じたキーコ
ードを赤外線受信部２４０から取得し、取得したキーコードに対応する操作を特定するこ
とにより、ユーザーによるリモコン４００を用いた操作を受け付ける。また、受付部２１
１は、通信部２５０を介してプロジェクター１００からの命令を受け付ける。処理実行部
２１２は、受付部２１１により受け付けられた操作に応じた処理を実行する手段である。
ただし、処理実行部２１２は、記憶部２２０に記憶されたモード情報を参照し、記憶部２
２０に記憶されているモード情報に応じて、実行する処理を異ならせる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　一方、ユーザーが第３の方法で操作した場合（Ｓ２４：ＮＯ）、制御部２１０は、自装
置を起動するための処理を実行する（ステップＳ２５）。このとき、プロジェクター２０
０は、単独で起動する。すなわち、プロジェクター１００は、このとき起動しない。また
、このとき制御部２１０は、モード情報を書き換えない。
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